
請 願 番 号 請願第 5 号 

件 名 現行の健康保険証を残すことを求める請願 

受 理 年 月 日 令和６年１１月２６日 

請 願 者 日本共産党日出支部  佐藤 隆信 

紹 介 議 員 阿部 峰子 

請 願 趣 旨 

 政府は２０２３年６月、現行の健康保険証を廃止（２０２４年１２月１日）してマイ

ナンバーカードに一本化する法案を可決成立させました。「マイナンバーカード

の取得は任意」と言いながら、事実上の強制です。 

 マイナンバーカードを持たない人は「資格証明書」が発行されます。 

 全国保険医団体連合会の９月の調査では、使用率はわずか 13.87％でした。

日出町でもマイナ保険証を使用していない病院もあります。 

 しかし、誤登録や情報漏えい、「資格無効」と表示されるなど、マイナンバーカ

ードでの受診によるトラブルが続出し、多くの患者・国民が不安をかかえていま

す。 

 また、健康保険証が廃止されれば、マイナンバーカードを持たない人は公的保

険診療から遠ざけられる結果となりかねず、国民皆保険制度の下で守られてい

る国民のいのちと健康が脅かされます。 

 国民も、患者も、医療機関も望んでいないマイナンバーカードとの一体化はた

だちにやめて、現行の健康保険証を残してください。 

 以上の理由により、日出町議会として、政府に対して次の項目について意見書

を提出して下さることを、署名をそえて請願いたします。 

 

【請願事項】 

1. 現行の健康保険証を残してください。 

 

 


